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水平着陸できるとされ､｢宇宙飛行機 m e｣とl ボート帰還飛行成立性を､飛行経路の数値解析に基づ






























2gをF i. に示す.直径約 




































燃焼圧およて燃 料流量の履歴はF の通りであるi4g. .
この地燃モデルでは先細ノズルを使用しているが､適
切なコニカルノズルを用いたと仮定して推算される推























則 ･制御別を組むに足るだけの定量的てきてはいるものの､航法則 ･な解析 誘導
iv ていない｡そこで､回収システム開発 は行われMeno nff ful l ge
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MP､ノズル出口ガス圧 4を想定 し､燃焼圧 
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 9)空力ー タ( のマッハ数依存性を用いて推算する｡ 
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樹町の多目的航空公園( を想定するk滑 走 路 が あ り
でに長さ 1kmの Oここにはす
将 来 的 に は5
長 する ること とが 可 能 さ れ て い南東 方 向平 洋
が開 け て お り
ま た
の の宇 宙空港 立地 として
､
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打 ち 上 げ 方 法と し て は 有 翼 機 休 の 利 点を 生 か
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3 . 10 飛 行 経 路 及び ス ケ ジ ュ ー ル飛 行 経 路 は ､ 機 体 を 質 点 と み な し た
3自 由 度 運 動 方程 式 に よ っ て 解 か れ る こ の と き 機
体 に 働 く 力 と
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重力 力 力 力揚 抗 推 を 適 切 に 勘 定 す る飛 行
と すス ケ ジュール は 次の のよ う に 与 えるも水 平進 路




｡ロケR= 出 来るだけ高 度をか せぐ､
)
次設計値｣とする｡ 研究の ｢一 弘,永田
)n+ARおよびツイオルコフスキーの式= gI,lから初期重量を決める｡こAV ようにして推算









4 計算結果 推力 200kf級では+g の燃料追加が可能であるが､kg01
推重比､揚力･重量比の悪化により､離陸後の上昇飛行
が困難になる｡推力 1 f級の飛行経路の解を F に示す｡滑
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23･P 991 6年 9月.量は一定と仮定した｡
パラメトリック解析の結果を元に修正された機体諸
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